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本
財
団
事
務
局

特
定
有
人
国
境
離
島
の
い
ま
③

島
根
県
島ど

う

後ご

調
報
査
告

島
後
は
島
根
本
土
の
沖
合
八
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
日
本
海
上
に
位
置
す
る
、
隠
岐

諸
島
最
大
の
島
（
外
周
一
五
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
二
四
二
・
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ

る
。
平
成
一
六
年
に
西
郷
町
、
布ふ

施せ

村
、
五

箇
村
、
都つ

万ま

村
の
四
町
村
が
合
併
し
て
隠
岐

の
島
町
が
誕
生
し
た
。
令
和
六

年
一
一
月
一
日
現
在
の
人
口
は
、

一
万
三
〇
八
八
人
。
同
町
は
島ど

う

前ぜ
ん

三
町
村
と
と
も
に
有
人
国
境

離
島
法
の
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

町
で
は
、
平
成
二
九
年
の
同

法
施
行
以
降
、「
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付

金
（
以
下
、
特
定
有
人
国
境
離
島
交

付
金
）」
を
活
用
し
、
航
路
・
航

空
路
運
賃
の
低
廉
化
や
「
隠
岐

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
業
の
促
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

同
交
付
金
の
「
雇
用
機
会
拡
充
事
業
」
に
お

け
る
、
町
内
事
業
者
の
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
す
る
（
令
和
六
年
九
月
一
四
～
一
六
日
の
調
査

10km

松江市

隠岐の島町
島後

島前

七類

境港

隠岐三大杉に数えられる「岩倉の乳房杉」（筆者撮影）。

時
点
）。
な
お
、
同
町
で
は
法
施
行
か
ら
令
和

六
年
度
ま
で
の
八
年
間
で
、
四
一
件
の
雇
用

機
会
拡
充
事
業
を
採
択
、
一
四
〇
名
の
雇
用

が
生
ま
れ
て
い
る
。

�



No.280季刊しま
105

が
わ
」
を
開
業
し
た
。
代
表
を
務
め
る
山
根

さ
き
子
さ
ん
は
神
戸
出
身
の
Ｉ
タ
ー
ン
。
平

成
二
一
年
に
来
島
し
た
際
、
隠
岐
の
島
町
内

に
障
が
い
者
福
祉
施
設
が
少
な
い
と
感
じ
、

移
住
し
て
令
和
五
年
九
月
に
「
ね
ん
り
ん
」

を
創
設
し
た
と
い
う
。

現
在
、
町
に
は
障
が
い
者
福
祉
施
設
が
三

カ
所
、
高
齢
者
福
祉
施
設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

が
一
一
カ
所
あ
る
が
、
一
つ
の
建
物
で
複
数

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
共
生
型
施
設
は
、
え

ん
が
わ
が
初
と
な
る
。
建
物
は
島
の
南
部
・

加
茂
地
区
で
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
空
き
家

を
購
入
し
、
改
修
に
あ
た
っ
て
特
定
有
人
国

境
離
島
交
付
金
を
活
用
。
事
業
の
申
請
に
際

し
て
は
、
隠
岐
の
島
町
商
工
会
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
。「
施
設
の
改
修
に
あ
た
っ

て
交
付
金
を
活
用
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
あ

り
が
た
か
っ
た
。
た
だ
、
利
用
者
の
た
め
に

も
施
設
の
駐
車
場
や
私
道
（
い
ず
れ
も
現
在
は

砂
利
）
を
整
備
し
た
い
が
、
交
付
金
の
対
象

外
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
活
用
で
き
る

と
あ
り
が
た
い
」。

山
根
さ
ん
に
よ
る
と
、
障
が
い
者
福
祉
施

設
で
は
、
利
用
者
が
作
業
に
取
り
組
む
際
に

つ
ま
ず
く

0

0

0

0

こ
と
が
多
く
、
一
方
、
高
齢
者
は

人
生
経
験
が
豊
富
な
た
め
、
両
者
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
生
ま
れ
る

点
も
、
共
生
型
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

実
際
に
え
ん
が
わ
で
は
、
小
学
校
低
学
年
の

「合同会社ねんりん」代表の山根さき子さん。

古民家を改装した「デイサービスえんがわ」の外観。

合
同
会
社
ね
ん
り
ん

―
町
内
初
の
共
生
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

令
和
六
年
四
月
、「
合
同
会
社
ね
ん
り
ん
」

は
「
障
が
い
者
」「
障
が
い
児
」「
高
齢
者
」

が
同
じ
屋
根
の
下
で
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
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い
く
。
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や
障
が

い
者
に
も
来
て
も
ら
い
た
い
」

え
ん
が
わ
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
施
設

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
利
用
者
の
日
常
風
景
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、（
令
和
六
年
）
九
月
に
は
施
設
利
用
者

と
地
域
住
民
に
よ
る
交
流
会
を
開
催
。
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
施
設

に
対
す
る
認
知
が
広
が
り
、
問
い
合
わ
せ
に

も
つ
な
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
地
域
住
民

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
向
け
た
取
り
組
み

に
今
後
も
注
目
し
た
い
。

Ｏオ

ー

キ

ッ

ズ

Ｋ
Ｉ
Ｄ
S'

―
英
語
教
室
兼
交
流
拠
点
の
整
備

西
郷
港
ほ
ど
近
く
に
建
つ
古
民
家
の
改
修

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
島
内

で
英
語
教
室
を
運
営
す
る
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
S'
」

が
九
月
末
に
開
設
す
る
新
し
い
教
室
で
あ
る
。

教
室
の
代
表
を
務
め
る
篠
原
若
菜
さ
ん
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
子
育
て
の
経
験
か
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
活
気
あ
る
英

語
教
育
に
よ
り
、
隠
岐
の
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
英
語
を
使
っ
た
り
学
ん
だ
り
で

き
た
ら
と
考
え
、
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
後
、
英
語

教
室
を
開
設
し
た
。

現
在
の
利
用
者
は
、
島
内
の
小
中
学
生
約

五
〇
名
ほ
ど
。
こ
れ
ま
で
は
自
宅
の
広
さ
八

畳
ほ
ど
の
一
室
を
使
い
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ

障
が
い
児
と
、
高
齢
の
利
用
者
が
一
緒
に
本

を
読
ん
だ
り
、
作
業
を
す
る
姿
が
み
ら
れ
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、

通
常
は
、
一
八
歳
未
満
は
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
障
が
い
児
施
設
、
そ
れ
以
上
は
障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
が
い
者
施
設
が
対

応
す
る
た
め
、
一
八
歳
に
な
る
と
施
設
を
移

動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
共
生
型
施
設
で
あ

れ
ば
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
よ
り
、
継
続

し
て
同
じ
場
所
に
通
所
可
能
な
こ
と
も
利
点

と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。

現
在
、
同
施
設
は
、
正
職
員
五
名
と
月
に

三
～
四
回
勤
務
す
る
パ
ー
ト
三
名
の
八
人
態

勢
で
運
営
し
て
い
る
。
利
用
者
は
障
が
い
者

一
二
人
、
障
が
い
児
四
人
で
、
生
活
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
高
齢
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
二
件
ほ
ど
受
け
て
い
る
と
い
う
。
な

お
、
施
設
で
の
受
け
入
れ
は
、
生
活
介
護
・

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
介
護
で
一

日
最
大
二
〇
名
ま
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

「
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
や
り
た
い
こ
と
を

聞
い
て
、
楽
し
み
（
生
き
が
い
）
に
つ
な
げ
て

「OKIDS'」の新教室（篠原若菜さん提供）。
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が
、
人
材
や
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
応
え
き

れ
て
は
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
篠
原
さ
ん
は
、
特
定
有
人
国
境
離

島
交
付
金
を
活
用
し
、
港
の
側
に
購
入
し
た

古
民
家
を
教
室
専
用
の
施
設
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
決
意
。
ま
た
、
令
和
六
年
四
月
に

ス
タ
ッ
フ
を
一
名
雇
用
し
た
。
事
業
が
軌
道

に
乗
れ
ば
、
今
後
も
雇
用
を
拡
大
す
る
意
向

は
あ
る
も
の
の
、
社
会
保
険
の
加
入
な
ど
の

関
係
で
、
人
を
採
用
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。
な
お
、
同
交
付
金
の
申
請
に
当
た
っ

て
は
、
町
役
場
や
商
工
会
の
担
当
者
な
ど
に

疑
問
点
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
と

助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

た
と
い
う
。

新
し
い
建
物
は
、
多
様
化
す
る
英
語
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々

や
隠
岐
に
来
る
外
国
人
な
ど
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
よ
う
な
交
流
拠
点
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
篠
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
英

語
学
習
の
面
で
は
「
現
在
は
英
会
話
に
力
を

入
れ
て
い
る
が
、
高
校
受
験
、
英
語
検
定
な

ど
の
指
導
の
依
頼
を
受
け
る
な
ど
、
英
語
教

室
を
始
め
た
当
初
よ
り
ニ
ー
ズ
の
広
が
り
を

実
感
す
る
」、観
光
の
面
で
は
「（
私
は
）
英
語

教
室
に
加
え
、
外
国
人
向
け
の
レ
ン
タ
カ
ー

の
貸
し
出
し
対
応
な
ど
の
仕
事
も
担
っ
て
い

る
。
そ
の
経
験
か
ら
外
国
人
向
け
の
交
流
・

情
報
発
信
施
設
の
需
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
新
施
設
で
は
、
英

語
教
室
の
生
徒
数
を
七
〇
名
強
に
増
や
す
ほ

か
、
受
け
入
れ
対
象
を
三
歳
～
高
校
生
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
加
え

て
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
、
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能

を
付
加
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

篠
原
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
は
広
い
教

室
で
伸
び
伸
び
と
英
語
を
学
ん
で
も
ら
い
た

い
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
S'
で
英
語
を
学
ん
だ
生
徒
が
、

さ
ら
に
次
の
世
代
に
英
語
を
教
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
高
校
、
大
学
を
経
て
島
内

に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
、
展

望
を
語
っ
た
。

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
や
英
語
学

習
支
援
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
生
徒
が
増
え
て
き
た
た
め
、
自
宅
だ

け
で
は
一
人
ひ
と
り
の
学
習
空
間
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
新
規
入
会
者
の
受

け
入
れ
も
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
実
際
、
未

就
学
児
や
高
校
生
か
ら
の
入
会
希
望
も
あ
る

広 と々した新教室での幼児のアルファベット教育（篠原若菜さん提供）。



108

合
同
会
社
Ｂビ

ケ

ン

ｉ
ｋ
ｅ
ｎ

―
飲
食
店
経
営
・
畜
産
業
・
建
設
業
、

　
　
多
角
的
な
事
業
展
開

合
同
会
社
Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
は
、
お
も
に
島
内

で
山
間
部
の
斜
面
造
成
や
土
砂
崩
れ
防
止
な

ど
の
法
面
工
事
を
担
う
建
設
業
を
中
心
に
、

畜
産
や
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
な
ど
も
手
掛
け
る
。

代
表
を
務
め
る
石
橋
知
典
さ
ん
は
一
五
年
ほ

ど
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
を
起
業

し
た
。令
和
六
年
に
設
立
五
年
目
を
迎
え
、現

在
の
従
業
員
数
は
七
名
で
あ
る
。

多
角
的
に
事
業
を
展
開
し
、
令
和
六
年
秋

に
は
、
特
定
有
人
国
境
離
島
交
付
金
を
活
用

し
て
、西
郷
港
近
く
に
居
酒
屋
「
頂い

た
だ
き

」
を
オ

ー
プ
ン
予
定
（
そ
の
後
、
一
一
月
二
日
に
開
業
）。

新
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
隠
岐
の
島
町
に

同
交
付
金
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
が
、
過
年

度
は
プ
レ
ゼ
ン
が
上
手
く
い
か
ず
、
不
採
択

と
な
っ
て
し
ま
う
。
今
年
度
、
再
挑
戦
し
た

と
こ
ろ
、
熱
意
を
込
め
た
事
業
計
画
が
選
考

側
に
評
価
さ
れ
、
採
択
に
い
た
っ
た
。

店
で
は
、「
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
居
酒

屋
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
観
光
客
を
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
大
山
地
鶏
を
炭
火
で
焼
い

た
焼
き
鳥
を
は
じ
め
、
隠
岐
産
黒
毛
和
牛
や

イ
ワ
ガ
キ
と
い
っ
た
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
や
隠
岐
誉ほ

ま
れ

な
ど
の
地
酒
類
も
提
供
し
て

い
く
と
い
う
。
ま
た
、
店
内
各
所
に
モ
ニ
タ

ー
を
設
置
。「
観
光
客
が
限
ら
れ
た
時
間
で
隠

岐
す
べ
て
の
観
光
地
を
回
る
の
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
ロ
ー
ソ
ク
島
や
古
典
相
撲
と
い
っ

た
隠
岐
の
自
然
や
文
化
を
紹
介
す
る
映
像
を

店
内
で
流
し
て
い
き
た
い
」
と
、
石
橋
さ
ん

は
狙
い
を
説
明
す
る
。
な
お
、
映
像
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、（
一
社
）
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
機
構
の
協
力
も
得
て
い
る
そ
う
だ
。
店
か

ら
徒
歩
一
〇
分
圏
内
に
島
根
県
隠
岐
合
同
庁

舎
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昼
食
時
の
弁
当
の
販

売
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

同
社
が
手
掛
け
る
他
の
事
業
に
つ
い
て
、

畜
産
で
は
、
現
在
、
島
前
か
ら
購
入
し
た
親

牛
一
七
頭
ほ
ど
を
飼
育
し
、
仔
牛
を
年
間
一

五
頭
ほ
ど
島
外
に
出
荷
し
て
い
る
。「
島
の
限

ら
れ
た
面
積
で
は
出
荷
数
が
限
ら
れ
る
。
ま

と
ま
っ
た
数
を
安
定
供
給
で
き
る
島
外
の
産

地
と
の
競
争
と
な
る
た
め
、
売
値
を
上
げ
る

こ
と
が
難
し
い
」
と
、
石
橋
さ
ん
は
課
題
を

口
に
し
た
。ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、事

務
員
と
し
て
雇
用
し
た
人
材
が
、
た
ま
た
ま

ネ
イ
ル
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
た
た
め
始
め
た

「合同会社Biken」代表の石橋知典さんとご家族（筆者撮影）。
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は
、
株
式
会
社
隠
岐
商
事
が
隠
岐
の
島
町
か

ら
指
定
管
理
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
宿
泊

施
設
で
あ
る
。
令
和
六
年
七
月
に
、
特
定
有

人
国
境
離
島
交
付
金
を
活
用
し
て
、
ホ
テ
ル

前
の
土
地
に
「
隠
岐
シ
ー
サ
イ
ド
リ
ゾ
ー
ト

み
や
び
」
と
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
施
設
を
整
備
し
た
。

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
は
四
棟
あ
り
、
一
棟

あ
た
り
大
人
三
名
が
宿
泊
可
能
。
利
用
客
か

ら
は
「
月
光
や
星
空
、
波
の
音
な
ど
隠
岐
の

自
然
を
楽
し
め
る
」と
、好
評
だ
と
い
う
。
室

内
は
、
冷
暖
房
を
完
備
し
て
お
り
快
適
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
町
が
推
進
し
て

い
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
に
よ
る
「
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
樽
型
の
木
製
小
型
サ
ウ
ナ
）」も
売
り
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
の

目
の
前
に
広
が
る
西
郷
湾
が
入
り
江
で
波
が

穏
や
か
な
た
め
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

初
心
者
で
も
体
験
し
や
す
い
こ
と
が
強
み
と

な
っ
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
体
験
型
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
と
宿
泊
が
融
合
し
た
施
設
は
島
内

に
な
か
っ
た
。
観
光
客
に
と
っ
て（
宿
と
体
験

の
）
両
方
を
手
配
す
る
の
は
手
間
だ
し
、
事

業
者
と
し
て
は
、
観
光
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
応
え
る
こ
と
で
集
客
に
つ
な
げ
た

い
」
と
、
岡
田
修
一
総
支
配
人
は
話
す
。
な

お
、
現
在
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
機
構
が

特
定
有
人
国
境
離
島
交
付
金
を
活
用
し
、「
滞

在
型
観
光
の
促
進
」
と
し
て
島
内
で
体
験
・

宿
泊
を
し
た
場
合
に
、
帰
り
の
船
賃
が
無
料

と
な
る
「
お
き
得
乗
船
券
」
を
設
定
し
て
い

る
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
で
の
体
験
と
宿
泊
を

一
括
し
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
そ
の
特
典
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
で
は
、
同
交
付
金
の
雇
用

拡
充
事
業
を
活
用
し
て
、
令
和
六
年
四
月
お

よ
び
一
〇
月
に
一
名
ず
つ
地
元
の
方
を
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
雇
用
／
雇
用
予
定
。「
交
付
金
は

従
業
員
の
確
保
・
育
成
面
で
も
と
て
も
助
か

っ
て
い
る
。
今
後
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
積
極
的

に
雇
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
若
い
人
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
、
島

事
業
で
、
現
在
は
、
事
務
所
に
隣
接
す
る
建

物
を
使
い
完
全
予
約
制
で
営
業
し
て
い
る
。

建
設
業
に
つ
い
て
は
、
特
に
繁
忙
期
が
重

な
っ
た
時
の
働
き
手
の
確
保
が
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
た
。
体
力
仕
事
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
若
い
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
島

内
で
の
確
保
は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
。
近

年
で
は
、
資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
も
著
し

い
。
石
橋
さ
ん
は
「
自
分
が
創
業
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
今
後
、
自
分
よ
り
下

の
世
代
の
人
た
ち
が
夢
を
持
て
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
、
抱
負
を
語
っ
た
。
な
お
、
石
橋

さ
ん
は
四
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

隠
岐
出
身
の
奥
様
に
よ
る
と
「
島
は
待
機
児

童
な
ど
の
問
題
も
な
い
た
め
、
子
育
て
し
や

す
い
」
と
の
こ
と
だ
。

隠
岐
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

Ｍミ

ヤ

ビ

Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ

―
体
験
と
宿
泊
の
融
合
を
目
指
す

隠
岐
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ



110

泊
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し
た
経
験
が「
こ
こ
」

を
始
め
る
契
機
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

部
屋
数
は
シ
ン
グ
ル
三
六
室
（
う
ち
八
室
は

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
）、
ツ
イ
ン
四
室
の
計
四
〇

室
。
客
室
は
、
全
室
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
有
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
備
え
て
お
り
、
デ
ス
ク
も
広
々
と
し

て
い
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
の
に
も

不
自
由
の
な
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
当
初

の
目
論
見
通
り
、
現
在
の
稼
働
率
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
利
用
の
多
い
火
～
木
曜
日
は
ほ
ぼ
一
〇

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
月
・
金
曜
日
も
八
五
パ
ー

セ
ン
ト
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
利
用

者
は
、
広
島
や
松
江
な
ど
中
国
地
方
か
ら
が

多
く
、
大
阪
や
東
京
か
ら
の
そ
れ
も
少
な
く

な
い
。
課
題
は
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
ま

で
下
が
る
土
日
・
祝
日
の
稼
働
率
の
向
上
で

あ
る
。

ホ
テ
ル
事
業
部
の
田た

月づ
き

正ま
さ

人と

さ
ん
に
よ
る

と
「
近
隣
の
宿
泊
施
設
と
の
棲
み
分
け
や
飲

食
施
設
と
の
共
存
を
意
識
し
て
い
る
」
と
い

う
。
そ
の
た
め
基
本
的
に
観
光
ツ
ア
ー
客
の

受
け
入
れ
は
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
夕
食
は
近

「隠岐シーサイドホテルMIYABI」の
岡田修一総支配人。

内
高
校
生
の
職
場
体
験
な
ど
も
受
け
入
れ
て

い
る
」
と
、
岡
田
さ
ん
は
説
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
に
も

対
応
す
べ
く
、
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
籍

の
外
国
人
従
業
員
に
よ
る
英
語
接
客
や
英
語

版
の
案
内
作
成
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
客
室
が
あ
る
こ
と
も
特

徴
で
、
岡
田
さ
ん
自
身
が
元
も
と
介
護
職
で

あ
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
車
い
す
を
使
う
宿

泊
客
が
来
た
際
も
対
応
し
て
い
る
。

閑
散
期
と
な
る
冬
季
に
は
、
雄
の
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
を
カ
ニ
カ
ゴ
で
漁
獲
し
た
ブ
ラ
ン
ド

「
隠
岐
松
葉
ガ
ニ
」
を
食
べ
る
ツ
ア
ー
を
企

画
。
ツ
ア
ー
客
に
対
し
地
域
の
団
体
が
民
謡

「
隠
岐
し
げ
さ
節
」
を
披
露
す
る
な
ど
、観
光

客
の
満
足
度
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
機
会
を
増
や
し
、隠

岐
な
ら
で
は
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
集
客
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
国
の
支

援
が
あ
る
と
嬉
し
い
」
と
、
岡
田
さ
ん
。
今

後
も
引
き
続
き
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
の
施
設
改
修

も
含
め
、
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
ホ
テ
ル
運
営
に
尽
力
し
て
い
く
と
い
う
。

　Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
こ
こ

―
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

　
　
宿
泊
施
設

特
定
有
人
国
境
離
島
交
付
金
を
活
用
し
、

株
式
会
社
渡
辺
工
務
店
で
は
、
令
和
五
年
に

ビ
ジ
ネ
ス
客
に
特
化
し
た
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
こ

こ
」
を
開
業
し
た
。
同
社
は
、
島
内
で
建
設

業
を
営
ん
で
お
り
、
大
型
公
共
工
事
や
工
期

が
重
な
っ
て
島
外
に
応
援
を
頼
む
際
に
、
宿
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イ
ト
一
八
人
の
計
二
三
人
で
運
営
し
て
い
る
。

「
特
定
有
人
国
境
離
島
交
付
金
は
、人
件
費
に

も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
非
常
に
助
か

っ
て
い
る
。
た
だ
、
現
状
の
課
題
は
、
や
は

り
人
手
不
足
、
人
材
の
確
保
だ
」
と
、
田
月

さ
ん
は
話
す
。

◆

以
上
の
事
例
を
鑑
み
る
と
、
隠
岐
の
島
町

で
は
、
特
定
有
人
国
境

離
島
交
付
金
を
活
用
し
、

住
民
誰
し
も
が
健
康
で

充
実
し
た
生
活
を
送
る

た
め
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
ク
オ
リ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
向

上
に
つ
な
が
る
事
業

（
ね
ん
り
ん
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
S'
）

隣
飲
食
店
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
、
営
業

や
建
設
現
場
な
ど
仕
事
関
係
の
利
用
者
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
朝
食
・
昼
食
に
は
力
を
入

れ
て
い
る
。
当
初
は
、
館
内
飲
食
の
提
供
事

業
者
を
募
集
し
た
が
、
応
募
が
無
か
っ
た
た

め
、
内
製
化
し
て
い
る
。

現
在
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
こ
こ
は
、
正
社
員
五

人
（
う
ち
二
人
は
島
外
人
材
を
雇
用
。
田
月
さ
ん
も

松
江
か
ら
の
単
身
赴
任
者
）、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

い
た
。
同
町
は
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
訪
れ
て
よ
か
っ
た
」
の
三

つ
の
「
よ
か
っ
た
」
が
響
く
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
が
、
同
交
付
金
が
そ
の

実
現
の
た
め
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
の
を

強
く
感
じ
た
。
一
方
、
雇
用
拡
充
が
大
き
な

題
目
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
課
題
と
し

て
「
人
手
不
足
」
を
あ
げ
る
事
業
者
が
多
か

っ
た
。
全
国
的
に
「
人
手
不
足
」
や
「
売
り

手
市
場
」
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
求
人
票
に
記

載
さ
れ
る
条
件
面
だ
け
で
、
島
に
移
住
し
て

働
き
た
い
と
い
う
人
を
呼
び
込
む
こ
と
は
難

し
い
。
こ
の
島
だ
か
ら
こ
そ
「
住
ん
で
み
た

い
」
と
、
思
え
る
よ
う
な
仕
組
み
―
子
育

て
や
教
育
環
境
の
整
備
、
固
有
の
自
然
・
文

化
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
、
隠
岐
の

島
町
な
ら
で
は
の
施
策
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
国
の
支
援
が
あ
る
と
、移
住
定
住
促
進
（
人

口
社
会
増
）や
労
働
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
文
・
石
川
、
森
田
／
写
真
・
筆
者
撮
影
、
取
材
者

提
供
以
外
は
小
原
佐
和
子
撮
影
）

「HOTELここ」の外観。

や
、
来
島
者
の
利
便
性

向
上
に
資
す
る
事
業

（
Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
、
ホ
テ
ル
Ｍ

Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
、Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

こ
こ
）
が
展
開
さ
れ
て


